伊藤東涯の朝鮮研究と『訓蒙字会』 by 宮川 康子



































































































































































































































収録語彙 読み仮名 註文／引用文 分類
午 ニツチウ 正午曰－午。 天文箋
望 全昭 ジウゴヤ －－為望。 天文箋
望 半昭 ユミハリヅキ －－為弦。 天文箋
礁 礁 ウミノイハ 水底尖石船行所忌俗称暗－。 地理箋上
埠 埠頭 フナツキ 津頭互市處俗呼－－。 地理箋上
妓 弾的 シラヒヤウシ 俗呼作楽之妓曰－－。 人品箋二
優 把戯的 キャウゲンシ 優俗曰－－－。曰雑劇。 人品箋二
農 佃戸 シタサク 農俗称－－。謂治人之田者。 人品箋二
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梢 梢子 サホサシ 俗謂船上篙師為－－。 人品箋三




賈 鋪行 ミセウリアキンド 共見上 人品箋三
賈 行家 ミセウリアキンド 共見上 人品箋三
儈 䨤儈 スワイ 儈即－－、俗称牙子、牙人。 人品箋三
儈 牙子 スワイ 共見上 人品箋三
儈 牙人 スワイ 共見上 人品箋三
妻 大娘子 オク 妻俗呼－－。正娘子。 人品箋四
妾 小娘子 メカケ・ソバメ 妾俗称－－－。 人品箋四
妁 媒婆 ナカフトババ 媒酌俗呼男曰媒人、女曰－－、総称中人。 人品箋四
瞽 没眼的 メシイ 瞽俗呼－－－。 人品箋四
盲 先士 ザトウ 盲或尊之曰－－。 人品箋四
狂 風漢 モノグルイ 狂俗呼風子、又曰－－。 人品箋四
奴 驅口 ツカヒモノ 吏語奴婢曰－－。 人品箋五
窼 俊窼子 ウカレメ 鳥巣在穴曰窼、又俗戯称娼妓曰－－－。 人品箋五
媒 媒酌 ナカタチ 見媒婆下、呼男曰媒人、女曰媒婆、総称中人。 人品箋五
妁 中人 ナカタチ・ナカフト 同上 人品箋五
平巳 ダウハイ 共同上 人品箋五
墩 烟臺 ヒノミヤグラ 墩高堆也。俗呼－－、曰烟墩。 宮室箋上
墩 烟墩 ヒノミヤグラ 見上 宮室箋上
街房 マチヤ 俗呼－－。 宮室箋上
鋪 舗舎 ミセ 舗俗呼－舎、又曰－行、－家。 宮室箋上
鋪 舗行 ミセ 共見上 宮室箋上
  （ 174 ）291
鋪 舗家 ミセ 共見上 宮室箋上
厰 厰房 フシンゴヤ 如工作廳、俗呼－－。 宮室箋下
厰 工作廳 フシンゴヤ 見上 宮室箋下
厠 浄房 カワヤ 厠俗呼－－。 宮室箋下
樞 門斗 クロロ 樞俗呼－－。 宮室箋下
欞 窻欞 マドノコウシ 窓間隔木俗称－－。 宮室箋下
宇 屋邉 ノキ 宇－－也。 宮室箋下
伯 馬房 ウマヤ 伯俗呼－－。 宮室箋下
柳 馬椿 ウマツナギ 柳俗呼－－。 宮室箋下
櫪 馬槽 ウマノフネ 櫪俗呼－－。 宮室箋下
堋 堋 アツチ －射埓也。 器財箋一
銃 火銃 テッポウ 俗呼－－。又曰銃筒。 器財箋一
銃 銃筒 テッポウ 見上 器財箋一
アヲリ －障泥、俗呼 頭兒、又馬護衣。 器財箋一
銜 馬銜 ハミ －－俗呼嚼子。 器財箋一
銜 嚼子 ハミ 見上 器財箋一
佃 馬佃 ムチ －－呼佃子、又曰挽子。 器財箋一
佃 挽手 ムチ 見上 器財箋一
棒 棒子 ヨリボウ 棒俗呼－－。 器財箋一
篙 篙 サホ －俗呼－子。又䔨子。 器財箋二
碇 矴 イカリ 碇漢人亦曰鐡猫。亦作－。 器財箋二
杵 碓觜 カラウスノキネ 杵俗称－－。 器財箋二
鈔 鈔 フダツカヒ －即 貨。 器財箋二
鈔 貨 フダツカヒ 見上 器財箋二
墨 スミサシ 俗呼－－。 器財箋二
堝 坩鍋 ル －－焼錬金銀器。 器財箋二
秤 等子 ハカリ 秤通作称、俗呼秤子小曰－－。 器財箋二
衡 秤子 ハカリ 衡俗呼－－。曰秤兒。 器財箋二
衡 秤兒 ハカリ 見上 器財箋二
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錘 錘兒 オモリ 錘俗呼－－。 器財箋二
棒 敲棒 ヒヤウシキ 撃析曰－－。 器財箋三
影 眞影 エガタ 影俗呼影兒、又－－。 器財箋三
影 喜身 エガタ 眞影曰－－、又曰傳神。 器財箋三
影 傳神 エガタ 見上 器財箋三
亮 シヨウジ 竹障俗称－－。 器財箋三
炭 骨董炭 カツクイスミ 木根焼者曰－－－。 器財箋四
熨 運斗 ヒノシ 熨俗呼熨斗、又－－。 器財箋五
篦 密篦子 スキクシ 篦俗称稀篦子、－－－。 器財箋五
篦 稀篦子 トキクシ 見上 器財箋五
䡯 糞斗 チリトリ 䡯俗呼－－。 器財箋五
粥 粥 ウスカユ 稀曰－。厚曰䌬。 飲膳箋
糗 乾飯屑 ホシイイ 糗－－－。 飲膳箋
膾 打生 サシミ 俗呼－－。 飲膳箋
䥶 醱䥶 モロミ 俗称䥶酒。酒未濾曰－－。 飲膳箋
榜 掛榜 セイサツ 大曰榜、俗曰－－。小曰告示、又板榜。 人事箋一
榜 告示 ハットガキ 見上 人事箋一
奪 定奪 サイキヨ －－謂裁決之意。 人事箋一




引 引 キツテ －文帖之名、俗称路引、塩引。 人事二
引 路引 トヲリキツテ 共見上 人事二
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（資料 2）『朝鮮諺文字母』（仁斎自筆本）
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（資料 4）『朝鮮国諺文字母　紹述雑抄巻之十四』東所校訂本。
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年号 西暦 歳 古義堂関係事項 東涯著作 朝鮮関係事項 その他








貞享 1 1684 15 『異字同訓考』を作
る
貞享 2 1685 16 「贈道香上人序」、『左
伝簒』を作る
貞享 3 1686 17 『助字考略』を作る 「朝鮮壊墜之図」（羅
念庵「廣輿図）を写
す
貞享 4 1687 18 柳成龍『懲毖録』筆
写















元禄 7 1694 25 『左氏熟語』を作る。
『歴代官制沿革図補』
成る。
元禄 8 1695 26 『訓蒙字会』を筆写 西川如見『華夷通商
考』、貝原益軒序『懲
毖録』刊行
元禄 9 1696 27 仁斎古稀の賀、江州
水口に滞在
元禄 11 1699 30 仁斎、江州水口に滞
在
元禄 13 1700 31 宋呂祖謙撰『改正東
莱博議』を校刊
元禄 14 1701 32 四月、前漢書会始ま
る（元禄 15 年 12 月
まで）
契沖没












宝永 2 1705 36 仁斎没 『語孟字義』刊行
七月東涯『孟子』講
義を再開、





宝永 4 1707 38 『童子問』刊行、「古
学先生行状」刊
宝永 5 1708 39 『童子問』開講（享
保 19 年まで）
京都大火






宝永 7 1710 41 『倭韓通信襍誌・朝
鮮襍誌』（正徳 2 頃
まで）
正徳 1 1711 42 『朝鮮官職考』 正徳度朝鮮通信使来
朝。
徂徠、䋎園を開く
正徳 2 1712 43 『論語古義』刊行
正徳 3 1713 44 『論語古義』開講（享
保 16 年まで）
















享保 1 1716 47 明黄克興等編『芸林
伐山故事』刊行
新井白石罷免




享保 3 1718 49 『古今学変』起稿
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享保 9 1724 55 『中庸発揮標釈』成
る
『制度通』に序す
享保 11 1726 57 『朝鮮国より罷帰候
能代者口上書』を写
す































享保 19 1734 65 『弁疑録』、『経学文
衡』、『新刊校正用字
格』刊行
享保 20 1735 66 『古今学変』草稿を
校正
『古今教法沿革図』刊
元文 1 1736 67 7 月 17 日東涯没 『唐官抄』に序す。『釈
親考』刊行。
『経史博論』浄書本
成る。

